
 

 

 

 

 

コミュニティ・スクール導入 ～学校運営協議会を開催しました～ 

 学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り 

組む仕組みを整えた学校のことを「コミュニティ・ス 

クール」（以下 CS）と言います。 

 国では、学校や地域が抱える課題を解決するととも 

に、地域を担う人材を育成するために、CSを導入し 

「学校運営協議会」を設置することが努力義務化され 

ています。 

 門川町では、昨年度、門川中学校でモデル的に先行     【協議の様子】 

導入し、今年度は、町内全小・中学校で導入することとなりました。 

 

 本校でも、６月１０日に学校運営協議会を開催し、CSをスタートさせたところです。 

 本校の協議会委員さんは、次の通りです。          ◎会長 ○副会長 

氏 名 役 職 等 氏 名 役 職 等 

桂木 淺一 さん 庵川東区長 日吉真理子 さん 元学校評議員 

○片伯部 環 さん 民生委員・児童委員 ◎横山 幸三 さん 庵川漁協 

富田 英明 さん 草川小 PTA会長 濱田 久貴 さん スポーツ少年団 

津隈ミサオ さん 高齢者クラブ 亀長 俊裕 さん 草川保育園 

加行 俊幸 さん 企業（ニッケン） 鎌倉 紅菜 さん 地域学校協働本部員 

 

               協議の中で、 

               【草川小の子どもに求めること】では、 

・ 挨拶ができる  ・ 時間を守る 

・ 善悪の判断ができる  ・ 社交性 

・ 確かな学力   ・ あきらめずに努力する姿 

などの意見が出ました。 

 

【子どもたちのために 地域の一員として何ができるか】では、 

 「挨拶」「ラジオ体操」「見守り活動」「地域学習」などの意見が出されました。この中

で、「挨拶」は皆が実践できるということで、次回までに自分なりのアプローチで実践す

ることになりました。今後、会の充実を図っていきます。 

 

校 長 室 便 り 
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R２教育目標 ： 夢に向かって 自ら学び 心豊かな たくましい 草小っ子 

 

 



 


